
息速別命

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

息速別命（いこはやわけのみこと[1]/おきはやわけのみこと[2]、生没年不詳）は、記紀等に
伝わる古代日本の皇族。

第11代垂仁天皇の皇子である。
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関連項目

表記は文献によって次のように異なる。本項では表記を「息速別命」に統一して解説す
る。

◾ 伊許婆夜和気命 （いこばやわけのみこと[2]） - 『古事記』[原 1]。

◾ 池速別命 （いけはやわけのみこと[2]） - 『日本書紀』[原 2]、『先代旧事本紀』「天皇
本紀」[原 3]。

◾ 息速別命 （いこはやわけのみこと[1]/おきはやわけのみこと[2]） - 『日本三代実録』
[原 4]、『新撰姓氏録』[原 5]。

◾ 息速別皇子 - 『続日本紀』[原 6]。
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息速別命墓（三重県伊賀市）

また『続日本後紀』[原 7]に見える「伊枳速日命（いきはやひのみこと）」を同一人物と見
る考えもある。

（名称は『日本書紀』を第一とし、括弧内に『古事記』ほかを記載）

第11代垂仁天皇と、丹波道主王の娘の薊瓊入媛（あざみにいりひめ、阿邪美能伊理毘売命<
あざみのいりひめ>）の間に生まれた皇子である。同母妹として稚浅津姫命（わかあさつ
ひめのみこと、阿邪美都比売命<あざみつひめ>）がいる。

『先代旧事本紀』「天皇本紀」[原 3]では母は同じとするが、同母弟に五十速石別命（記紀
なし）、五十日足彦命（記紀では異母兄弟）があると異伝を記す。

史書には妻・子に関する記載はない。『続日本紀』[原 6]では、四世孫として須禰都斗王を
挙げる。

『古事記』『日本書紀』には事績に関する記載はない。

『新撰姓氏録』[原 5]によれば、息速別命が幼少の時、父天皇により伊賀国阿保村（現・三
重県伊賀市阿保周辺）に命のための宮室が築かれ、同村が封邑として息速別命に授けられ
たという。『三国地志』は、その宮が営まれた地を阿保南部の字福森から字西ノ森にかけ
ての緩らかな丘陵地帯に比定している。

息速別命の墓は、宮内庁により三重県伊賀市阿保の息速
別命墓（いこはやわけのみことのはか、位置）に治定さ

れている[3]。宮内庁上の形式は山形。遺跡名は「西法花寺
古墳（にしほっけじこふん）」で、一辺約35メートルの
方墳とされる。

本古墳は、明治9年（1876年）に宮内庁（当時宮内省）に
より公式墓に治定された。伊賀地方では円筒埴輪を伴う
唯一の古墳であり、周辺の田畑で埴輪片が採集されてい
る。また1997-1998年（平成9-10年）には付近の西法花寺
遺跡の発掘調査において本古墳のものと推定される埴輪片が出土している。築造時期は古
墳時代中期末-後期初頭の5世紀末葉-6世紀初期頃と推定され、阿保周辺の古墳としては最
も早い築造と位置づけられる[4]。そのため治定を疑問視する意見も強く、現治定墓は息速

別命の後裔氏族（阿保氏）の墳墓とする説もある[5]。また、息速別命を祭神とする伊賀市
の大村神社境内には古墳群（宮山古墳群）があり、そのうちの古墳が息速別命の墓に該当

するとする説もある[5]。
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西法花寺遺跡出土 
円筒埴輪
城之越学習館展示。

息速別命について、『古事記』[原 1]では沙本穴太部之別、『新撰姓氏録』[原 5]では阿保朝臣
の祖とする。

◾ 沙本穴太部 （さほのあなほべ） 

大和国添上郡沙本（現・奈良県奈良市中央北方の佐保川上流域）を拠点としたと
見られる豪族[6][7]。「穴太部/穴穂部」とは第20代安康天皇（穴穂天皇）の御名
代の部で、沙本に限らず全国各地に確認される[6]。

◾ 阿保氏 （あほうじ） 

カバネは君のち朝臣。伊賀国伊賀郡阿保村（現・三重県伊賀市阿保周辺）を治め
たとされる豪族。伊賀国造の一族とも推定されている[8]。
『新撰姓氏録』[原 5]によれば、息速別命は阿保に宮室を作って封邑とし、子孫は
第19代允恭天皇のときに「阿保君」の姓を賜った。また、天平宝字8年（764
年）に「阿保朝臣」姓を賜って改姓したという。
『続日本紀』[原 6]によれば、「阿保君」姓は息速別命四世孫の須禰都斗王が賜っ
たとする。その後、第21代雄略天皇の代に阿保君意保賀斯が「健部君（建部
氏）」の姓を賜り、のち延暦3年（784年）に建部朝臣人上らに「阿保朝臣」、健
部君黒麻呂等に「阿保公」姓が下賜されたという。

『続日本後紀』[原 7]には伊枳速日命の苗裔として「時統氏」が見え、伊枳速日命を息速別

命と同一人物と見てこの時統氏も後裔氏族とする説もある[9]。また、下野国（栃木県）の
若田氏にも後裔とする伝承がある（後述）。

そのほか、小槻氏（官務家）にも命の後裔とする記載が見られる。『日本三代実録』
[原 4]によると、息速別命後裔という小槻山今雄・有緒らに「阿保朝臣」の氏姓が下賜され
ている。この阿保氏はのち小槻氏と改姓し、小槻氏嫡流の壬生家が明治に提出した系譜

後裔氏族
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『壬生家譜』でも、息速別命の子孫としている。ただしこの氏は本来祖別命（落別命：息
速別命の異母兄弟）の後裔であるため、息速別命後裔を称したのは朝臣姓を得るための仮

冒とされる[1]。

栃木県日光山開基の勝道上人の伝記『補陀洛山草創建立記（ふだらくさんそうそうこん

りゅうき）』[注 1]では、垂仁天皇の第九皇子として息速別命の伝承を載せる。同記による
と、命は勅命を受けて鈴鹿川の上流で伊勢神宮を奉斎したのち、縁があって東国に下向し
たが、罹病により一眼を損失した。そのために帰洛出来ず、下毛野国（下野国）の室八島
（むろのやしま）に止住して同地の若田氏の祖となったという（勝道上人は若田氏の出と

いわれる）[注 2]。栃木県真岡市にある鹿島神社にも同様の社伝があるという[10]。

谷川健一はこの伝承について、古代日本においては鍛冶神が多く隻眼とされていること、
異母兄弟である誉津別命や五十瓊敷入彦命等も鍛冶に深く関係すると見られること、父天
皇（垂仁天皇）自身にも鍛冶に関する伝承が見られること、日光山の祭祀には鍛冶と深く
関わると思われる小野氏の関与が示唆されること等から、息速別命（もしくはその後裔氏

族）と鍛冶職との関連を指摘している[11]。

注釈

1. ^ 下野国日光山の開基である勝道上人の業績を記した書。勝道上人の弟子である仁朝、
道珍、教旻、尊鎮の撰述とされる（次注参照）。天明の末頃（18世紀末）に日光山輪
王寺の古文書・記録を撰録した『晃山拾葉（こうざんしゅうよう）』に所収。『神道大
系 神社編31（日光・二荒山）』（神道大系編纂会、昭和60年）に翻刻。なお「補陀洛
山」とは二荒山（ふたらさん：日光山）を指す。 

2. ^ なお、勝道上人の没後一周期に当たる弘仁9年（818年）2月に弟子である仁朝、道
珍、教旻、道欽（1書に尊鎮）が撰述したという『補陀洛山建立修行日記（ふだらくさ
んこんりゅうしゅぎょうにっき）』（『続群書類従』巻第813 釈家部所収）にも「巻向
尊」（巻向は垂仁天皇の宮伝承地。現・奈良県桜井市付近）として同様の伝が載る。た
だし、同記は弘仁年間の書に仮託されたもので、その成立は鎌倉時代まで降るとされる
（景山春樹による解題、『群書解題』第18巻上、続群書類従完成会、昭和37年）。前
掲『草創建立記』もその頃のものと見られる。 

原典

1. ^ a b 『古事記』垂仁天皇記。 
2. ^ 『日本書紀』垂仁天皇紀。 
3. ^ a b 『先代旧事本紀』「天皇本紀」垂仁天皇条（『国史大系 第7巻』 

(https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991097/183)（経済雑誌社、1897年-1901年、
国立国会図書館デジタルコレクション）183コマ参照）。 

4. ^ a b 『日本三代実録』貞観17年12月27日条。 
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5. ^ a b c d 『新撰姓氏録』右京皇別 阿保朝臣条（『群書類従 第十六輯』 
(https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1879557/77)（経済雑誌社、1898年-1902年2
版、国立国会図書館デジタルコレクション）77コマ参照）。 

6. ^ a b c 『続日本紀』延暦3年11月21日条。 
7. ^ a b 『続日本後紀』承和2年2月27日条。 

出典

1. ^ a b c 『日本古代氏族人名辞典』阿保氏項。 
2. ^ a b c d 「池速別命」 (https://kotobank.jp/word/%E6%B1%A0%E9%80%9F%

E5%88%A5%E5%91%BD-
1052729#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E7.89.88.20.E6.97.A5.E6.9C.
AC.E4.BA.BA.E5.90.8D.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E5.85.B8.2BPlus)『デジタル版 日本人
名大辞典+Plus』（朝日新聞社コトバンクより）。 

3. ^ 宮内省諸陵寮編『陵墓要覧』 (https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1237123/9)
（1934年、国立国会図書館デジタルコレクション）9コマ。 

4. ^ 「広報いが市 No.233」 
(https://www.city.iga.lg.jp/cmsfiles/contents/0000001/1198/001-024.pdf)
(PDF) （伊賀市、2015年（リンクは伊賀市ホームページ））。 

5. ^ a b 森川桜男「大村神社」（『日本の神々 -神社と聖地- 6 伊勢・志摩・伊賀・紀
伊』《新装復刊》、白水社、2000年所収）。 

6. ^ a b 『日本古代氏族人名辞典』孔王部氏項。 
7. ^ 西郷信綱『古事記註釈』第5巻、ちくま学芸文庫、2005年。 
8. ^ 『国造制の研究 -史料編・論考編-』（八木書店、2013年）p. 164。 
9. ^ 佐伯『新撰姓氏録の研究』。 

10. ^ 柳田「目一つ五郎考」所引『下野神社沿革誌』巻6。 
11. ^ 『青銅の神の足跡』第2部第1章「垂仁帝の皇子たち」。 

◾ 『日本古代氏族人名辞典 普及版』（吉川弘文館、2010年）孔王部氏（あなほべうじ）
項、阿保氏項、阿保君意保賀斯項

◾ 佐伯有清『新撰姓氏録の研究』考証篇、第2、吉川弘文館、昭和57年ISBN 4-642-
02112-4

◾ 谷川健一『青銅の神の足跡』（小学館ライブラリー69）、小学館、1995年ISBN 
4-09-460069-8

◾ 柳田國男「目一つ五郎考」（『一目小僧その他』、小山書店、昭和9年所収）

参考文献
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◾ 伊去波夜和気命神社

陸奥国の式内社で、宮城県石巻市に論社2社。社名の読み「いこはやわけのみこ
と」から、息速別命との関係を指摘する説がある。

◾ 大村神社

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=息速別命&oldid=78391587」から取得

最終更新 2020年7月10日 (金) 04:21 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される
場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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